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事業所名　　グループホーム　ふるさと

作   成   日：　平成　 30 年　3月　17日

市町村受理日：　平成　 30 年　3月　19日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目　　　　　　　標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に
要する期間

1 35

【災害対策】
避難訓練は年に２回、昼間、夜間想定で行っている
が参加できていない職員もおり、又、救命講習は数
名しか参加出来ていない。災害時の備蓄品や石油
ストーブなどは全職員が保管場所を把握できていな
い事や家族に災害時の避難場所がどこなのか説明
できていない

全職員が年に一度は必ず避難訓練に参加でき又、
救命講習へ多く職員が参加できる。備蓄品保管場
所の変更と家族に対して災害時の避難場所の周知
が図れる

避難訓練は職員が全員参加できる様に参加者の名
前を記録し次回は不参加の職員が参加できる様に
シフトを調整する、又、自主訓練回数を増やす。救
命講習への参加を促していく。備蓄品の保管場所
は取り易い場所に変更し全職員に周知していく。家
族へ文書や口頭にて避難場所（豊川小学校）を説
明していく

１０か月

2 10

【運営に関する利用者、家族等意見の反映】
御家族が来られた時に生活ぶりなどを報告し意見を
頂いており運営に反映できているがあまり来訪され
ない御家族には活発に意見を伺えていない、又、個
別の報告や事業所便りの発行が滞っており日常の
生活ぶりなども報告できていないことがある

事業所便りを年に２度発行し、あまり来訪するこ
とができない御家族にも生活ぶりがわかる様に
手紙や写真などで報告でき多くの意見を頂け運
営に活かせる

事業所便りを年に２度発行できるように担当者、期
日（７月、翌１月）を明確に決め作成していく、あまり
来訪する事ができない御家族にもモニタリング表の
送付だけではなく日常生活、行事での様子を手紙
や写真にて分かって頂ける様に一緒に送付した後
に電話にて意見や要望などを伺い運営に活かして
いく

６か月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。
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